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　（㈱アルフォサポート）
○事業計画策定実践セミナー
　（（一社）栃木県ビジネス研究会）
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平成27年度事業計画・
収支予算

「
企
業
活
力
の
強
化
」

「
地
域
経
済
の
活
性
化
」

「
政
策
提
言・組
織・

 
財
政
基
盤
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強
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」

収入構成

■会費　■事業収入　■補助金等　■負担金等
■繰入金　■繰越金

■一般会計　■中小企業相談所特別会計
■特定退職金共済制度特別会計　

■各種事業特別会計　■まちづくり特別会計
■中小企業再生支援協議会特別会計
■経営改善支援センター特別会計　
■事業引継ぎ支援センター特別会計

支出構成

支出構成 (会計別）

■事業費　■人件費　■管理費等　■繰出金

平
成
27
年
度
事
業
収
支
予
算

（
平
成
27
年
4
月
1
日
〜
平
成
28
年
3
月
3
1
日
）

合 計

13億642
万円

合 計

13億642
万円

（53,832万円）
41.2%

（10,390万円）
7.9 %

（43,980万円）
33.7 %

（33,980万円）
26.0 %

（28,084万円）
21.5 %

（20,764万円）
15.9%

（49,018万円）
37.5 %

（7,028万円）5.4 % 4.5 %
（5,852万円）

6.4 %（8,356万円）

18.9%
（24,655万円）

13.1 %
（17,103万円）

33.3 %
（43,492万円）

10.4 %
（13,543万円）

2.2 %
（2,937万円）

13.0 %
（16,971万円）

5.9%（7,741万円）
3.2 %（4,200万円）

合 計

13億642
万円
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当
所
で
は
３
月
30
日
（
月
）、
平
成
26
年
度
第

４
回
常
議
員
会
な
ら
び
に
通
常
議
員
総
会
を
開

催
し
、
平
成
27
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
な

ど
を
議
決
し
ま
し
た
。

　

わ
が
国
経
済
は
、
平
成
24
年
12
月
以
降
、
安

倍
政
権
が
推
進
す
る
金
融
・
経
済
政
策
に
よ
り
、

為
替
や
株
価
な
ど
経
済
指
標
の
一
部
が
好
転
し
、

デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
却
の
兆
し
が
う
か
が
え
ま

す
が
、
消
費
税
増
税
後
の
個
人
消
費
の
低
迷
な

ど
、
地
方
に
お
け
る
景
気
の
回
復
は
足
踏
み
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
創
生
に
欠
か
せ
な
い

中
小
企
業
の
多
く
は
、
売
上
の
低
迷
や
原
材
料

費
等
の
増
加
に
よ
る
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
り
、

さ
ら
に
は
雇
用
環
境
の
悪
化
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
当
所
で
は
、「
企
業
活
力
の

強
化
」「
地
域
経
済
の
活
性
化
」「
政
策
提
言
・

組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化
」
を
三
本
の
柱
と
し
、

そ
の
確
実
な
実
現
の
た
め
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

① 

国
な
ど
の
各
種
施
策
を
活
用
し
て
、
企
業

の
経
営
力
向
上
を
支
援
す
る
。

② 

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
等
を
通
し
て
、
中
心

市
街
地
や
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
。

③ 

多
様
な
業
種
構
成
に
よ
る
地
域
総
合
経
済

団
体
で
あ
る
商
工
会
議
所
の
特
性
を
生
か

し
、
多
角
的
・
多
面
的
な
業
種
横
断
的
連

携
交
流
を
促
進
す
る
。

④ 

行
政
、
大
学
・
研
究
機
関
、
他
の
経
済
団

体
等
と
の
連
携
強
化
を
図
る
。

⑤ 

会
員
や
地
域
の
意
見
・
要
望
を
集
約
し
、

行
政
等
に
対
し
て
提
言
・
要
望
活
動
を
積

極
的
に
実
施
す
る
。

⑥ 

部
会
、
委
員
会
、
女
性
部
、
青
年
部
、
振

興
委
員
等
の
活
動
を
強
化
し
、
商
工
会
議

所
の
機
能
の
向
上
を
図
る
。　

⑦ 

会
員
事
業
所
訪
問
を
強
化
し
、
現
場
に
立

脚
し
た
商
工
会
議
所
活
動
を
推
進
す
る
。

⑧ 

国
の
補
助
金
、
委
託
事
業
な
ど
の
施
策
を

積
極
的
に
活
用
す
る
。

　

さ
ら
に
、
中
期
事
業
計
画
の
実
効
性
を
高
め

る
財
政
的
な
裏
付
け
と
、
当
所
の
健
全
で
安
定

し
た
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
的
に
、
改
定
し
た

中
長
期
財
政
計
画
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
財

政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

① 

財
政
の
問
題
点
を
捉
え
、
後
年
度
負
担
の

減
少
を
図
る
。

② 

財
政
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
計
画

的
な
財
源
確
保
を
推
進
す
る
。

③ 

事
業
の
選
択
と
集
中
を
進
め
る
た
め
、
徹

底
し
た
経
費
削
減
を
実
行
す
る
。

　

地
域
経
済
の
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業
に
対
し
、

個
々
の
企
業
の
経
営
課
題
の
克
服
に
向
け
、
外

部
専
門
家
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
各
種

支
援
施
策
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
企
業
の
体

質
強
化
や
成
長
を
推
進
す
る
。

　

小
規
模
企
業
等
の
高
度
・
専
門
的
な
経
営
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
経
営
相
談
を
実
施
し
て

経
営
改
善
を
支
援
す
る
。

① 

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談

の
強
化

② 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

総
合
支
援
事
業

③ 

経
営
技
術
強
化
支
援
事
業
（
エ
キ
ス
パ
ー
ト

バ
ン
ク
事
業
）
に
よ
る
専
門
家
派
遣

④ 

経
営
サ
ポ
ー
ト
隊
事
業
に
よ
る
相
談
・
支

援
体
制
の
強
化

⑤ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
振
興
委
員
に
よ
る
地

域
・
企
業
と
の
連
携
強
化

⑥ 

税
務
指
導
（
記
帳
代
行
、記
帳
継
続
指
導
、

決
算
代
行
、
納
税
相
談
）
の
実
施

⑦ 

消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等
事
業

⑧ 

経
営
発
達
支
援
事
業

⑨ 

専
門
相
談
（
税
務
相
談
、
弁
理
士
知
財
相

談
、
知
的
財
産
権
相
談
、
法
律
相
談
、
不

動
産
鑑
定
相
談
）
の
実
施

⑩ 
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
普
及
促
進

⑪ 

経
営
指
導
員
等
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
お
よ
び
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
の
向
上

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総

合
支
援
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
創
業
者
輩
出
を

図
る
た
め
専
門
家
と
の
連
携
を
強
化
し
て
支
援

体
制
を
図
る
。

① 

創
業
塾
の
開
催

② 

創
業
者
個
別
支
援
事
業

③ 

宇
都
宮
餃
子
拡
大
事
業

④ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

総
合
支
援
事
業
（
再
掲
）

⑤ 

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談

の
強
化
（
再
掲
）

⑥ 

創
業
者
向
け
各
種
融
資
制
度
の
斡
旋

　

国
、
県
、
市
、
県
信
用
保
証
協
会
の
融
資
・

保
証
制
度
を
普
及
し
、
中
小
企
業
の
資
金
調
達

を
支
援
す
る
。

① 

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金（
マ
ル
経
貸
付
）

② 

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証
制
度

　

過
剰
債
務
等
に
よ
り
経
営
状
況
が
悪
化
し
て

い
る
中
小
企
業
に
対
し
、
専
門
家
に
よ
る
事
業

再
生
、
倒
産
回
避
ま
た
は
円
滑
な
事
業
清
算
手

宇
都
宮
商
工
会
議
所
の
平
成
27
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
が
決
定

経
営
相
談
支
援
の
推
進

1

創
業
支
援
体
制
の
強
化

2

金
融
支
援
の
推
進

3

企
業
再
生
支
援
の
促
進

4

平成26年度
第４回常議委員会
ならびに通常議員総会

（３月30日）

１　平成26年度第４回常議委員会ならびに通常議員総会（３月30日）

２　総会であいさつする北村会頭

　
宇
都
宮
商
工
会
議
所
の
平
成
27
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
が
決
定
し
ま
し
た
。
よ
う
や

く
明
る
さ
の
見
え
つ
つ
あ
る
昨
今
、
よ
り
一
層
の
地
域
貢
献
を
め
ざ
し
、
力
を
尽
く
す
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
新
年
度
も
、
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

基
本
方
針

平
成
27
年
度
事
業
計
画

企
業
活
力
の
強
化
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続
き
等
を
、
ま
た
後
継
者
不
在
等
の
中
小
企
業

に
対
し
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す
る
。

① 

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

② 

栃
木
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

③ 

経
営
安
定
特
別
相
談
室

④ 

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

⑤ 

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
の
普
及
促
進

　

中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
を
支
援
す
る

た
め
、
各
種
講
習
会
、
研
修
会
、
検
定
試
験
等

を
実
施
す
る
。

① 

各
種
検
定
試
験
の
実
施

② 

ひ
と
づ
く
り
未
来
塾
の
開
催

③ 

新
入
社
員
講
習
会
の
開
催

④ 

初
級
簿
記
講
座
の
開
催

⑤ 

優
良
従
業
員
表
彰
の
実
施

⑥ 

メ
ン
タ
ルヘル
ス
相
談
支
援
事
業
の
実
施

⑦ 

宇
都
宮
珠
算
連
盟
への
支
援

⑧ 

女
性
の
職
場
定
着
支
援
事
業
の
実
施

　

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
事
例
の
提
供
や

企
業
内
情
報
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
、
企
業

の
情
報
化
推
進
を
支
援
す
る
。

①
Ｉ
Ｔ
活
用
支
援
事
業
の
推
進

②
Ｉ
Ｔ
専
門
家
の
発
掘
と
確
保

　

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
た
企
業
経
営
の
普
及
と
認
証
取
得
を
推

進
す
る
。

① 

エコ
ア
ク
シ
ョン
２１
認
証
・
登
録
制
度
の
推
進

② 

事
業
所
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
定
制
度
の
推
進

③ 

環
境
に
や
さ
し
い
優
良
企
業
認
定
制
度
の
推
進

④ 

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
受
託
事
業

⑤ 

汚
染
負
荷
量
賦
課
金
徴
収
業
務
受
託
事
業

　

各
種
共
済
制
度
の
加
入
を
推
進
し
、
会
員
企

業
の
安
心
と
共
済
制
度
の
安
定
を
促
進
す
る
。

① 

普
通
共
済
（
ふ
れ
あ
い
共
済
）
の
加
入
推
進

② 

個
人
保
険
（
総
合
保
険
、
年
払
保
険
等
）

の
加
入
促
進

③ 

そ
の
他
の
保
険
・
共
済
制
度
の
加
入
推
進

④ 

特
定
退
職
金
共
済
制
度
の
加
入
推
進

⑤ 

普
通
共
済
（
ふ
れ
あ
い
共
済
）
の
福
祉
・

還
元
事
業

　

中
心
市
街
地
活
性
化
や
商
店
街
活
動
へ
の
支

援
、
お
よ
び
広
域
か
ら
の
集
客
を
促
進
す
る
観

光
交
流
事
業
に
取
り
組
み
地
域
商
業
の
振
興
を

図
る
。
ま
た
、
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
産

学
官
連
携
・
農
商
工
連
携
を
推
進
し
、
新
し
い

も
の
づ
く
り
を
支
援
す
る
。

　

集
客
力
の
向
上
や
消
費
の
拡
大
、
に
ぎ
わ
い
創

出（
ハ
ー
ド
事
業
・
ソ
フ
ト
事
業
・
活
性
化
イ
ベ
ン

ト
）
を
支
援
し
、
中
心
市
街
地
お
よ
び
各
地
商

店
街
の
商
業
の
活
性
化
を
図
る
。

① 

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
（
空
き

店
舗
対
策
事
業
）
の
促
進

② 

商
店
街
次
世
代
経
営
者
育
成
事
業
の
実
施

③ 

宮
の
市
（
商
業
祭
）
の
実
施

④ 

中
心
市
街
地
広
域
ソ
フ
ト
支
援
事
業
の
推
進

⑤ 

宇
都
宮
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
への
参
画

⑥ 

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
へ
の
支
援

⑦ 

商
店
街
振
興
事
業
（
宇
都
宮
市
商
店
街
連

盟
への
支
援
）

⑧ 

宇
都
宮
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

⑨ 

産
業
経
営
改
善
支
援
事
業
の
実
施

⑩ 

宇
都
宮
地
域
商
業
振
興
協
議
会
への
支
援

⑪ 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
研
究
会

⑫ 

商
店
街
通
行
量
・
来
街
者
実
態
調
査
の
実
施

　

観
光
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地
域
資
源
の

ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
努
め
、
消
費
拡
大
を
図
る
た

め
集
客
交
流
を
促
進
す
る
。

① 

ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

推
進
（
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
支
援
）

② 

観
光
交
流
促
進
プ
ロ
ジェク
ト

③ 

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
の
開
催

④ 

お
も
て
な
し
事
業
の
推
進

⑤ 

宇
都
宮
餃
子
祭
り
へ
の
支
援

⑥ 

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
へ
の
支
援

⑦ 

フェス
タ
i
n
大
谷
へ
の
支
援

⑧ 

北
関
東
三
県
交
流
事
業
の
実
施

⑨ 

北
関
東
中
核
都
市
商
工
会
議
所
連
携
会
議

（
調
査
・
研
究
）

　

地
域
企
業
が
持
つ
力
を
宇
都
宮
の
地
域
特
性

と
組
み
合
わ
せ
、
特
色
あ
る
も
の
づ
く
り
と
販

路
開
拓
を
支
援
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
産

業
振
興
を
図
る
。

① 

う
つ
の
み
や
次
世
代
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
推

進
会
議

② 

農
商
工
連
携
推
進
事
業
の
推
進

③ 

新
名
産
品
開
発
事
業（
宇
都
宮
雷
都
物
語
）

の
推
進

④ 

食
品
業
界
交
流
会
事
業
の
支
援

⑤ 

異
業
種
交
流
事
業
（
み
や
み
ら
い
２１
、
宇

都
宮
創
游
倶
楽
部
）
への
支
援

⑥ 

ザ
・
商
談
！ 

し
・
ご
・
と
発
掘
市
に
よ
る
取

引
拡
大
の
支
援

⑦ 

も
の
づ
く
り
支
援
事
業
の
推
進

⑧ 

貿
易
関
係
証
明
等
発
給
事
業
の
実
施

⑨ 

Ｇ
Ｓ
1
（
旧
Ｊ
Ａ
Ｎ
）
コ
ー
ド
推
進
事
業

⑩ 

中
小
企
業
国
際
ビ
ジ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

⑪ 

会
員
割
引
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑫ 

工
業
団
地
役
員
と
の
交
流
会
の
開
催

⑬ 

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ルへ
の
運
営
参
加

　

企
業
活
力
の
強
化
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を

推
進
す
る
た
め
、
そ
の
基
盤
と
な
る
経
営
者
等

の
育
成
を
支
援
す
る
。

① 

青
年
部
事
業
の
支
援

② 

女
性
部
事
業
の
支
援

　

若
年
者
等
の
職
業
意
識
の
啓
発
や
職
業
能
力

形
成
の
支
援
を
通
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
関
係
機

関
や
学
校
等
と
の
連
携
を
図
り
、
中
小
企
業
の

常
用
雇
用
を
支
援
す
る
。

① 

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
推
進
事
業
の
実
施

② 

労
働
保
険
事
務
組
合
事
業
の
支
援

③ 

若
年
者
地
域
連
携
事
業
の
強
化

④ 

宇
都
宮
地
区
雇
用
協
会
への
支
援

　

会
員
や
地
域
か
ら
の
意
見
・
要
望
を
幅
広
く

反
映
さ
せ
、
地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
行
政
等
に
対
し
て
積
極
的
な
政
策
提
言
活

動
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
安
定
し
た
事
業
運
営

を
展
開
し
て
い
く
た
め
、
会
員
組
織
の
拡
大
と

財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

　

地
域
お
よ
び
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
景

気
対
策
、
中
小
企
業
対
策
、
公
共
交
通
の
充
実
、

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
等
に
つ
い
て
建
議
・
要
望
活

動
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

① 

国
・
県
への
建
議
・
要
望
活
動

② 

市
への
建
議
・
要
望
活
動

　

会
員
組
織
の
拡
大
と
安
定
し
た
財
政
基
盤
の

強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
部
会
、
委
員
会
活

動
を
積
極
的
に
展
開
・
支
援
す
る
。

① 

入
会
推
進
・
退
会
防
止
事
業
の
展
開

② 

役
員
・
議
員
活
動
の
充
実

③ 

部
会
活
動
の
充
実

④ 

委
員
会
活
動
の
充
実

⑤ 

中
期
事
業
計
画
（
平
成
２６
年
度
〜
平
成
２８

年
度
）
の
ロ
ー
リ
ン
グ

⑥ 

中
・
長
期
財
政
計
画
（
平
成
２６
年
度
〜
平

成
３５
年
度
）
の
ロ
ー
リ
ン
グ

⑦ 

職
員
に
よ
る
全
会
員
事
業
所
へ
の
訪
問

⑧ 

会
員
管
理

⑨ 

県
内
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等
研
修
会

⑩ 

県
内
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等
技
術
研
修
会

⑪ 

中
小
企
業
支
援
機
関
等
と
の
連
携
強
化

　

会
員
企
業
と
の
定
期
的
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
で
あ
る
会
報
の
充
実
と
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し

て
各
種
情
報
を
提
供
す
る
。

① 

会
報
「
天
地
人
」
の
発
行

② 

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
か
ら
の
情
報
の
発
信

③ 

会
員
Ｅ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
（「ｅ

−天
地

人
」）
の
拡
充

④ 

地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
う
つ
の
み
や
マッ
プ
」

か
ら
の
地
域
情
報
の
発
信

⑤ 

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
手
帳
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
発

刊
配
布

⑥ 
デ
ー
タ
マッ
プ
２
０
１
５
の
作
成
と
情
報
提
供

⑦ 
県
内
商
工
会
議
所
統
一
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

事
業

⑧ 

中
小
企
業
景
況
調
査
の
実
施
お
よ
び
調
査

結
果
の
提
供

⑨ 

商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測
調
査
（
Ｌ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
調
査
）
の
実
施
お
よ
び
調
査
結
果
の
提
供

⑩ 

地
域
実
態
調
査

⑪ 

労
働
条
件
実
態
調
査

　

会
員
企
業
へ
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
調
査
研
究
し

な
が
ら
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
充
構
築
に
努

め
る
。

① 

会
員
企
業
チ
ラ
シ
・
カ
タ
ロ
グ
等
展
示
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
管
理

② 

会
報
「
天
地
人
」
有
料
折
り
込
み
チ
ラ
シ

事
業
の
実
施

③ 

普
通
共
済
（
ふ
れ
あ
い
共
済
）
の
福
祉
・

還
元
事
業
（
再
掲
）

④ 

会
員
割
引
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業（
再
掲
）

⑤ 

新
商
品
等
の
合
同
記
者
発
表
会

職員の人事異動
（平成27年4月1日付）

●中小企業相談所所長 兼 地域振興部部長 参事

大町　純一
（前　総務部部長　副参事）

●総務部部長　副参事

手塚　忠之
（前　地域振興部部長　副参事）

●経営支援部部長　副参事

金田　　勝
（前　経営支援部次長　副参事）

●経営支援部次長　主幹

野沢　恭久
（前　総務部　副主幹）

●総務部　主幹
宇都宮観光コンベンション協会出向

清嶋　眞智子
（前　経営支援部　主幹）

●地域振興部次長代理　副主幹

川又　啓多郎
（前　総務部　副主幹）

●経営支援部　副主幹

濱﨑　常明
（前　地域振興部　副主幹）

●総務部　主査

熊木　清美
（前　地域振興部　主査）

●総務部　主査

中島　寿典
（前 総務部 主査、 宇都宮観光コンベンション協会出向）

●地域振興部　主任主事

久田　　大
（前　総務部　主任主事）

●地域振興部　主任主事

長久保　飛鳥
（前　経営支援部　主任主事）

●経営支援部　主任主事

鈴木　千穂
（前　地域振興部　主任主事）

●総務部　主任主事

中山　千尋
（前　総務部　主事）

●総務部　主事

神長　将大
（前　経営支援部　主事）

●経営支援部　主事

石川　卓馬
（前　総務部　主事）

●総務部　主事

佐藤　恵美
（新規採用）

●地域振興部　主事

佐川　拓也
（新規採用）

●経営支援部　指導主任
栃木県事業引継ぎ支援センター受託事業担当

村上　幸雄
（前 中小企業相談所所長 兼 経営支援部部長 参事）

吉成　俊夫
（前　地域振興部　主任）

退職 （平成27年3月31日付）　　

人
材
確
保・育
成
の
支
援

5

福
利
厚
生・リ
ス
ク
対
策
の
促
進

8

情
報
活
用
支
援
の
推
進

6

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進

7

建
議・要
望
活
動
の
充
実

1

組
織・財
政
基
盤
の
強
化 

2

広
報
広
聴
活
動
の
充
実

3

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

4

地
域
商
業
の
振
興
促
進

1

宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

2

も
の
づ
く
り・販
路
拡
大
支
援
の
推
進

3

ひ
と
づ
く
り
支
援
の
推
進

4

雇
用
の
促
進
支
援

5

地
域
経
済
の
活
性
化

政
策
提
言・組
織・財
政
基
盤
の
強
化



休
日
は
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東
武
馬
車
道
通
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平
日
は
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馬
場
通
り｣

一
帯
が

高
い
増
加
率

 商店街通行量
実態調査

特集 2

調査地点９　曲師町：東
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白
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MAP

ＪＲ駅前  ： 南（スギムラ前）

ＪＲ駅前  ： 北（秋元薬局前）

馬場町東  ： 南（パルコ前）

馬場町東  ： 北（表参道スクエア前 )

馬場町西  ： 南（ファーストトリップ前）

馬場町西  ： 北（アカデミー前）

日野町通り（コアミ計測機前）

みはし通り（伊香保ビル前）

曲師町  ： 東（長谷川時計店前）

曲師町  ： 西（長瀬文具店前）

江野町  ： 東（オリオンスクエア前）

江野町  ： 西（オリオンAC ぷらざ前）

東武馬車道通り（旧サイトウシャツ店前）

ユニオン通り（ディアバイアーク前）

ユ
ニ
オ
ン
通
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デ
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バ
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調査地点別通行量 平日
休日

時間帯別通行量（全体）の推移

10:00～ 11:00～ 12:00～ 13:00～ 14:00～ 15:00～ 16:00～ 17:00～ 18:00～

4,962

6,768

8,368

9,050

10,526

9,560

11,574

9,618

6,400

4,212

5,118

7,704

6,712

5,414 5,662

9,186 9,274

7,116

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

ＪＲ駅前：南（スギムラ前）

ＪＲ駅前：北（秋元薬局前）

馬場町東：南（パルコ前）

馬場町東：北（表参道スクエア前)

馬場町西：南（ファーストトリップ前）

馬場町西：北（アカデミー前）

日野町通り（コアミ計測機前）

みはし通り（伊香保ビル前）

曲師町：東（長谷川時計店前）

曲師町：西（長瀬文具店前）

江野町：東（オリオンスクエア前）

江野町：西（オリオンACぷらざ前）

東武馬車道通り（旧サイトウシャツ店前）

ユニオン通り（ディアバイアーク前）

合　　計

　　 調査地点名 休日（人） 対前回比 順位 平日（人） 対前回比 順位
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116.1%

105.3%

76.5%

81.5%

84.2%

109.6%

106.4%

99.5%

111.7%

94.0%

95.5%

127.3%

105.4%

100.3%

97.1%

112.1%

116.4%

104.0%

96.0%

121.4%

91.8%

112.2%

79.7%

107.7%

92.4%

92.3%

109.0%

100.3%

99.8%
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当
所
で
は
昨
年
12
月
７
日（
日
）・
８
日（
月
）の
２
日
間
、
中
心
商
店
街
の
通
行
量
実
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
所
と
宇
都
宮
市
が
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
通
行
量
実
態
調
査
と

は
別
に
、
平
成
26
年
度
地
域
商
店
街
活
性
化
事
業「
宇
都
宮
中
心
商
店
街
に
ぎ
わ
い
事
業
」の

事
業
効
果
を
測
定
す
る
目
的
で
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

問合せ

地域振興部
☎028-637-3131

調
査
地
点
12　

江
野
町
：
西

 

特
集
2
／
商
店
街
通
行
量
実
態
調
査

休
日
は
、｢

東
武
馬
車
道
通
り｣

、
平
日
は
、｢

馬
場
通
り｣

一
体
が
高
い
増
加
率

　

本
調
査
は
、
平
成
26
年
度
地
域
商
店
街
活

性
化
事
業
「
宇
都
宮
中
心
商
店
街
に
ぎ
わ
い
事

業
」
に
お
い
て
、
想
定
し
た
事
業
効
果
を
測
定

す
る
た
め
、
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
通
行
者
を

調
査
し
た
も
の
で
す
。

◎
平
成
26
年
12
月
７
日
（
日
）　

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
（
休
日
通
行
量
）

◎
平
成
26
年
12
月
８
日
（
月
）　

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
（
平
日
通
行
量
）

※
調
査
地
点
は
下
記
の
マッ
プ
の
通
り
で
す
。

① 

中
学
生
以
上
と
思
わ
れ
る
歩
行
者
お
よ
び
自

転
車
を
そ
れ
ぞ
れ
１
と
カ
ウ
ン
ト
し
、
歩
行

者
と
自
転
車
の
区
別
は
し
な
い
。

② 

男
女
別
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
。

③ 

１
時
間
お
き
に
集
計
す
る
。

※
前
回
（
平
成
25
年
度
調
査
）
の
商
店
街
通
行

量
実
態
調
査
は
7
月
第
3
週
の
日
曜
日
、
月
曜

日
の
２
日
間
で
実
施
し
て
お
り
、
学
生
は
夏
休

み
期
間
で
し
た
。
本
調
査
と
は
調
査
環
境
が
異

な
る
た
め
、
比
較
分
析
す
る
際
に
は
、
こ
の
点
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
定
例
の
２
年
に
一
度
の

も
の
で
は
な
く
、
イ
レ
ギ
ュラ
ー
の

調
査
で
あ
る
た
め
、
従
来
の
調
査

デ
ー
タ
と
単
純
に
比
較
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
中
心
商
店
街

全
体
を
見
る
と
、
通
行
量
が
増
え

て
い
る
傾
向
に
あ
る
と
言
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。
ト
ー
タ
ル
の
数
字
こ

そ
、
平
日
は
微
減
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
調
査
地
点
別
の
通
行
量
の

表
1
を
見
れ
ば
対
前
回
比
で
増

え
て
い
る
（
黄
色
の
マ
ス
）
と
こ
ろ

が
目
だ
っ
て
い
ま
す
。
平
日
は
14

地
点
中
８
地
点
、
休
日
は
７
地
点

が
対
前
回
比
増
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
か
ら
、
商
店
街
の
持

つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
徐
々
に
回
復
し

て
来
つつ
あ
る
と
考
え
て
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
商
店
街
の

方
々
の
集
客
努
力
や
積
極
的
な
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

努
力
が
実
を
結
び
つつ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
当
所
も
、
今
後
ま
す
ま
す
中
心
商
店
街

活
性
化
の
支
援
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
通
行
量
実
態
調
査
」実
施
要
領

１
．調
査
目
的

２
．調
査
日
時

３
．調
査
対
象

「
通
行
量
実
態
調
査
」結
果
総
括



89 April 2015

新
入
会
員
の
紹
介

平
成
26
年
12
月
か
ら
平
成
27
年
1
月
ま
で
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北
関
東
三
県
商
工
会
議
所
女
性
会
交
流
会
議
に
参
加

２
月
例
会「
真
剣
青
年
部
し
ゃ
べ
り
場
！！

デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
」を
開
催

女
性
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

　

北
関
東
三
県
商
工
会
議
所
女
性

会
交
流
会
議
が
３
月
11
日（
水
）、

群
馬
県
安
中
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
、当
所
女
性
部
か
ら
７
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
議
は
平
成
23
年
に

北
関
東
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し

た
際
、栃
木
県
・
群
馬
県
・
茨
城
県

の
商
工
会
議
所
女
性
会
が
、お
互

い
の
発
展
を
志
向
し
、交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
始
ま
り
ま
し

た
。三
県
持
ち
回
り
の
開
催
で
、今

回
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

第
１
部
は
前
橋
市
歴
史
文
化
遺

産
活
用
室
長
の
手
島
仁
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
初
代
群
馬
県
令
楫
取
素

　

２
月「
ま
ち
づ
く
り
例
会
」を
２

月
10
日（
火
）に
開
催
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
青
年
部
は
、地
域
を
支

え
る
青
年
経
済
人
と
し
て
の
自
覚

を
持
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
活
動
が
地
域
に
貢
献
で
き
て

い
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、宇
都
宮
市
の
状
勢
を

深
く
知
り
、そ
の
知
識
を
今
の
環

境
に
適
し
た
活
動
に
す
る
た
め
の

契
機
と
し
て
、ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
テ
ー
マ
は
、「
宇

都
宮
市
は
事
業
系
ゴ
ミ
が
有
料
の

彦
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ『
花
燃

ゆ
』」と
題
し
、そ
の
時
代
背
景
や

登
場
人
物
を
体
系
的
に
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら
に
は
今
回

の
北
関
東
三
県
交
流
を
踏
ま
え
、

置
県
当
初
の
県
令
の
特
色
ま
で
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
交
流
会
議
で
は
、女

性
か
ら
見
た
人
口
減
少
社
会
と
そ

の
対
応
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。そ
の
後
の
懇
談
会
で

は
、群
馬
県
の
大
澤
正
明
知
事
や

群
馬
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の
曽

我
孝
之
会
長
、群
馬
県
内
商
工
会

議
所
の
会
頭
お
よ
び
専
務
理
事
を

来
賓
に
お
迎
え
し
、食
事
を
と
り

な
が
ら
情
報
交
換
を
し
、親
交
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

北
関
東
の
女
性
会
の
方
々
と
の

交
流
は
、た
い
へ
ん
有
意
義
な
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

（
副
会
長　

今
井
キ
ヨ
）

よ
う
に
、一
般
家
庭
ゴ
ミ
も
有
料
に

す
る
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
あ
る
」

と「
カ
ジ
ノ
法
案
が
可
決
さ
れ
た

ら
、宇
都
宮
市
に
カ
ジ
ノ
施
設
を

含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設（
Ｉ

Ｒ
）を
建
設
す
べ
き
で
あ
る
」の
二

つ
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
試
合
は
、肯
定
側

と
否
定
側
に
各
委
員
会
が
分
か
れ

て
の
対
抗
戦
形
式
で
行
わ
れ
、お

の
お
の
が
事
前
学
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
、と
て
も
白
熱
し
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。経
済
人
ら
し
く

経
済
学
を
交
え
た
論
述
や
、用
意

し
て
き
た
小
道
具
を
使
い
な
が
ら

の
論
述
な
ど
、す
ご
く
説
得
力
が

あ
り
、か
つ
個
性
的
な
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
を
と
お

し
て
、宇
都
宮
市
の
状
勢
を
深
く

知
る
だ
け
で
な
く
、テ
ー
マ
に
沿
っ

た
理
論
を
立
て
て
、相
手
側
の
意

見
に
反
論
し
な
が
ら
も
自
己
の
主

張
を
プ
レ
ゼ
ン
し
て
い
く
と
い
う

研
さ
ん
の
場
に
も
な
り
、た
い
へ
ん

有
意
義
な
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
ま
ち
づ
く
り
委
員
会　

委
員
長　

齋
藤　

健
吾
）

懇談会で挨拶をする福田会長

ディベート大会における「肯定側の最終論述」

総務部 ☎028-637-3131

問合せ

　平成 27 年度の商工会議所の会費につきましては、4月30日（木）に
指定の口座から引き落としをさせていただきますので、よろしくお願いします。
　また、銀行窓口においてお振り込みの方には、後日ご案内を送付します。
　なお、会費の口座振替をご利用の方で、領収書をご希望される方は、ご面倒
をおかけしますが、総務部までご連絡ください。
（すでに領収書の発行を申し込んでいる方は、本年度も同様に発行します）

会費の口座引き落としについて

宇都宮商工会議所

 会員の皆さまへ

お知らせ

（平成26年12月1日～平成27年1月31日加入分　順不同・敬称略）   ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目

市村不動産鑑定 宇都宮市鶴田町453-138 028-632-6024 土地・家屋等の鑑定

乾経営相談 宇都宮市砥上町301-6 028-647-1145 経営コンサルタント

靴修理店ａｍｏｒ 宇都宮市今泉町66-1 028-627-2511 靴・カバン修理

吉田社会保険労務士事務所 宇都宮市平松本町1222-17 028-633-7236 社会保険労務士

㈱三花 宇都宮市西川田町906 028-658-4013 出張ペット火葬

㈱コーラス 宇都宮市細谷町574-1サンハイツアーデルⅠ 070-5455-6008 洋食料理店

はまだ司法書士事務所 宇都宮市今宮4-13-8 028-688-7576 司法書士

ハレルヤフーズ㈱ 宇都宮市今宮1-23-10 028-645-9441 漬物製造、焼肉レストラン

㈱おちば 宇都宮市陽東3-7-2 028-660-8090 コーヒー、関連器具

マッサージサロンＫ 宇都宮市中央1-10-15 028-637-3636 マッサージ

合同会社フジタ 宇都宮市大曽3-3-8エトワール宇都宮第二 080-3421-9130 経営コンサルタント

㈱本島ビジネスセンター宇都宮支店 宇都宮市西一の沢町8-22林業会館 028-636-6513 ソフトウェア開発、受託計算業務他

㈱金羊社宇都宮工場 宇都宮市平出工業団地17-2 028-683-0877 オフセット印刷、フレキソ印刷、デジタル印刷他

ｈａｒｅｎｏｈｉ 宇都宮市下川俣500-10 028-613-3988 洋菓子

ｈａｒｅｎｏｈｉ 宇都宮市下川俣500-10 028-613-3966 美容室

㈲園塚自動車部品 栃木市本町17-1 0282-23-1176 自動車部品

北関東サポートサービス合同会社 宇都宮市横山2-8-6 028-612-7476 パーキングシステムの修理および保守点検

Dining Bar Sunset 宇都宮市中央2-1-8旭ビル 028-689-9994 ダイニングバー

㈱栃木ケイテクノ 宇都宮市錦2-6-6  028-623-5610 電気設備工事

日本健康給配センター㈱ 宇都宮市中河原町5-7 028-307-0092 一般食堂

㈱サードアイ 宇都宮市城東2-19-9メルローズプレイス宇都宮 028-678-2224 インターネット回線の取り次ぎ、広告代理

ＮＥＷｉｎｇ 宇都宮市幕田町322-3 028-666-4713 中古車

COLOR DREAM 宇都宮市江野町9-5吉葉ビル 028-611-1910 美容室（カラー専門店）

㈱永井園 宇都宮市西一の沢町8-15 028-611-1562 観光土産品

㈱ＮＡＲＡ商事 宇都宮市馬場通り4-3-16K&Jビル 028-621-8757 からあげ

ＤＲ ＬＡＺＵＬＩ 宇都宮市上戸祭町93-5金子店舗 028-689-9951 美容室

㈱ビジネスシステム通信 宇都宮市平出町2857-8 028-661-0141 電気通信工事

㈱ティーアールエス 宇都宮市滝谷町13-1滝谷町北ビル 028-614-3930 寝具、健康寝具、医療器具他

㈱トータルライフ 宇都宮市六道町1-5 028-610-1580 美容室
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平
成
27
年
度
予
算
化
お
よ
び
措
置
要
望

宇
都
宮
市
へ
の
要
望
に
関
す
る
回
答

　

当
所
で
は
、
昨
年
10
月
に
宇
都
宮
市

長
お
よ
び
市
議
会
議
長
あ
て
に
、
10
項

目
に
わ
た
る「
平
成
27
年
度
予
算
化
お
よ

び
措
置
要
望
」を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
本
年
２
月
20
日（
金
）、

宇
都
宮
市
か
ら
回
答
が
あ
り
、
そ
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

1
中
小
企
業
者
の
事
業
承
継
へ
の
支

援
に
つ
い
て

【
回
答
】

　

中
小
企
業
者
等
の
事
業
承
継
へ
の
支
援

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
の
幅
広
い
産
業

界
の
企
業
や
、
商
工
会
議
所
等
の
支
援

機
関
で
構
成
す
る「
う
つ
の
み
や
産
業
振

興
協
議
会
」に
お
き
ま
し
て
、
重
要
な
課

【
回
答
】

　

中
小
企
業
の
海
外
展
開
に
係
る
支
援

強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
国
内
市
場
の

縮
小
や
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

中
、
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
販
路
や
取
引

先
の
開
拓
に
取
り
組
む
企
業
に
対
し
、
海

外
の
展
示
会
や
見
本
市
等
へ
出
展
す
る
際

の
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
、
市
内

企
業
の
海
外
展
開
や
地
元
産
品
の
販
路

開
拓
・
拡
大
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内

企
業
の
海
外
展
開
を
促
進
す
る
た
め
に

必
要
な
人
材
の
育
成
・
確
保
等
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
４
月
に
開
所
予
定
の

ジ
ェ
ト
ロ
栃
木
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
の
積

極
的
な
活
用
や
、
商
工
会
議
所
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
に

よ
り
、
市
内
企
業
の
海
外
展
開
に
係
る

支
援
強
化
に
努
め
る
ほ
か
、
販
路
開
拓

支
援
事
業
補
助
金
の
対
象
経
費
の
拡
充

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

3
雇
用
の
確
保
に
つ
い
て

【
回
答
】

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
中
小
企
業

に
お
け
る
技
能
や
技
術
の
伝
承
や
後
継

者
確
保
は
、
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

4
特
定
退
職
金
共
済
制
度
加
入
事

業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

【
回
答
】

　

中
小
企
業
従
業
員
の
福
祉
の
向
上
と

雇
用
の
安
定
を
確
保
す
る
た
め
、
個
々

の
事
業
所
が
退
職
金
制
度
を
設
け
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
」に
つ

き
ま
し
て
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
設
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
市
に
お
き
ま

し
て
も
、
同
共
済
制
度
へ
の
新
規
加
入

に
際
し
て
共
済
掛
金
の
一
部
助
成
を
行

い
、
市
内
中
小
事
業
所
へ
の
加
入
促
進

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、「
特
定
退
職
金
共
済
制
度
」へ

の
加
入
の
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

該
制
度
と「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
」の
重
複
加
入
が
可
能
で
あ
り
、
同
一

事
業
所
へ
の
重
複
補
助
等
の
課
題
が
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

5
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

【
回
答
】

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誰

も
が
便
利
で
快
適
に
移
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
総
合
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
要
と
し
て
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
や
産
業
の
振
興
、
さ
ら
に
は
、
鉄
道

と
の
連
携
に
よ
る
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

調
査
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た

大
規
模
商
業
施
設
の
立
地
に
伴
う
周
辺

交
通
や
地
元
商
業
へ
の
影
響
や
、
中
核

施
設
整
備
費
の
抑
制
な
ど
の
課
題
、
施

設
計
画
を
立
案
す
る
に
あ
た
っ
て
の
前

提
と
な
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
宇
都
宮
駅
横
断

ル
ー
ト
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
市
に
残
さ
れ
た
か
け
が
え

の
な
い
貴
重
な
土
地
で
あ
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
こ
う
し
た
課
題
を
整
理
し
、
民

間
事
業
者
の
事
業
参
画
条
件
等
を
再
確

認
す
る
な
ど
、
事
業
の
実
現
性
や
整
備

の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て
、
慎
重
に
検

討
を
行
っ
た
上
で
、
事
業
化
の
方
針
を

固
め
る
と
と
も
に
、
適
宜
、
市
民
等
に

対
し
必
要
な
情
報
提
供
を
行
い
な
が
ら

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

7
東
北
新
幹
線
お
よ
び
北
海
道
新

幹
線「
は
や
ぶ
さ
」の
宇
都
宮
駅

停
車
に
つ
い
て

【
回
答
】

　

北
海
道
新
幹
線「
は
や
ぶ
さ
」の
Ｊ
Ｒ

宇
都
宮
駅
停
車
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商

工
業
取
引
の
活
発
化
や
観
光
客
、
宿
泊

客
の
増
加
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
な

ど
の
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
こ
と

か
ら
、
平
成
26
年
８
月
に
、
商
工
会
議

所
会
頭
、
市
議
会
議
長
と
と
も
に
、
北

海
道
商
工
会
議
所
連
合
会
と
Ｊ
Ｒ
北
海

道
を
訪
問
し
、
同
年
12
月
に
、
本
市
と

函
館
市
の
市
長
、
議
長
、
商
工
会
議
所

会
頭
等
に
よ
る
会
談
を
開
催
す
る
な
ど
、

題
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、

優
れ
た
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
貴
重
な
経

営
資
源
を
継
承
す
る
上
で
、
後
継
者
の

確
保
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
11
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た

「
栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
相
談
者
や
起
業
家
等
へ
の
案
内
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
、
本
市
窓
口
に
お
き

ま
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等
も

活
用
し
、
さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

事
業
承
継
に
要
す
る
資
金
に
係
る
融

資
限
度
額
の
引
き
上
げ
や
金
利
等
の
優

遇
措
置
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
で

は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
際
に
緊
急
支

援
と
し
ま
し
て
、
補
助
対
象
と
す
る
融

資
金
額
を
拡
充
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

中
小
企
業
に
と
り
ま
し
て
は
、
未
だ
景

気
回
復
を
確
実
に
実
感
で
き
る
状
況
で

あ
り
ま
せ
ん
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
商
工
会
議
所
を
は
じ
め

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
中
小
企

業
者
の
事
業
承
継
へ
の
支
援
な
ど
経
営
の

安
定
化
に
向
け
た
支
援
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

2
中
小
企
業
の
海
外
展
開
に
係
る

支
援
強
化
に
つ
い
て

お
り
、
各
企
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
専

門
的
な
知
識
や
技
能
・
技
術
を
習
得
す

る
研
修
を
実
施
す
る
役
割
を
担
い
、
本

市
に
お
き
ま
し
て
は
、
就
労
に
必
要
な

基
礎
的
知
識
や
能
力
を
習
得
す
る
研
修

や
職
業
訓
練
な
ど
の
ほ
か
、
子
ど
も
が

も
の
づ
く
り
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け

づ
く
り
な
ど
、
産
業
界
が
継
続
的
に
発

展
し
て
い
く
た
め
の
将
来
に
向
け
た
素

地
づ
く
り
の
役
割
を
担
う
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お

き
ま
し
て
は
、
資
格
取
得
講
座
の
開
催

や
職
業
訓
練
校
に
お
い
て
関
連
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
方
へ
の
技
術
指
導
を

通
し
た
人
材
育
成
の
支
援
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
将
来
の
も
の
づ
く

り
産
業
の
人
材
を
担
う
子
ど
も
達
を
対

象
と
し
た「
科
学
技
術
体
験
教
室
」を
開

催
し
て
お
り
、
ま
た
、
市
内
の
幅
広
い

産
業
界
の
企
業
等
で
構
成
す
る「
う
つ

の
み
や
産
業
振
興
協
議
会
」に
お
き
ま

し
て
も
、
人
材
育
成
に
関
わ
る
課
題
や

効
果
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
商

工
会
議
所
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
中
小
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成

の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ク
の
形
成
な
ど
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
多
く
の
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
平
成
28
年
度
の
着
工
に

向
け
、
現
在
、
測
量
や
軌
道
の
基
本
設

計
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、「
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
」お
よ
び「
軌
道
運
送

高
度
化
実
施
計
画
」の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
の
東
側
と
西
側
で
は
、

公
共
交
通
の
整
備
状
況
が
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
東
西
基
幹
公

共
交
通
の
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
」に

基
づ
き
、
整
備
の
効
果
が
早
期
に
発
揮

さ
れ
る
東
側
を
優
先
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
宇

都
宮
駅
西
側
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
生

活
行
動
実
態
調
査
の
結
果
等
に
基
づ
き
、

需
要
推
計
等
を
行
い
な
が
ら
、
順
次
、

詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

6
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
整
備
に
つ
い
て

【
回
答
】

　

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
地
元

の
代
表
者
を
は
じ
め
、
有
識
者
、
公
募

市
民
や
経
済
団
体
な
ど
各
界
各
層
で
構

成
す
る
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整
備
推
進

懇
談
会
や
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
周
辺
地
区
整

備
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
提
言
等
を

踏
ま
え
、
交
通
結
節
機
能
の
強
化
や
広

域
交
流
の
促
進
な
ど
、
県
都
の
玄
関
口

に
ふ
さ
わ
し
い
拠
点
形
成
に
向
け
、
検

討
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
年
度
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
対
話
型
市
場

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
栃
木
県
内
に
お
き
ま
し
て
も
、

宇
都
宮
市
議
会
や
栃
木
県
議
会
、
栃
木

県
市
長
会
や
栃
木
県
町
村
会
等
に
お
け

る
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
停
車
実
現
に
関
す
る

決
議
や
、
宇
都
宮
市
自
治
会
連
合
会
や

宇
都
宮
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
か

ら
本
市
へ
の
要
望
書
の
提
出
が
さ
れ
る

な
ど
、
機
運
の
醸
成
が
図
ら
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

平
成
26
年
12
月
に
は
栃
木
県
知
事
に
対

し
、
取
り
組
み
へ
の
協
力
を
要
請
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
Ｊ
Ｒ
北

海
道
等
に
対
す
る
働
き
か
け
を
積
極
的

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

8
観
光
振
興
の
推
進
に
つ
い
て

【
回
答
】

　

観
光
振
興
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

民
間
事
業
者
、
商
工
会
議
所
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
団
体
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

「
餃
子
の
ま
ち
宇
都
宮
」の
推
進
を
は
じ

め「
宮
ま
つ
り
」「
宮
の
も
の
知
り
達
人

検
定
」な
ど
の
各
種
事
業
、
ま
た
、
北

海
道
新
幹
線
の
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
停
車
に

向
け
た
働
き
か
け
や
海
外
か
ら
の
誘
客

促
進
に
向
け
た
台
湾
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
な
ど
、
商
工
会
議
所
や
宇
都
宮
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、
お
も
て
な

し
推
進
委
員
会
等
の
関
係
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
観
光
の
推
進
に
向
け
ま

し
て
は
、
県
や
県
内
各
市
町
等
と
連
携

し
、「
本
物
の
出
会
い
栃
木
」キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
外
に
向
け
た

観
光
Ｐ
Ｒ
や
情
報
発
信
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
北
関
東
３
県
の
４
中
核
都
市

に
お
き
ま
し
て
、
外
国
人
の
誘
客
や
自

転
車
を
活
用
し
た
広
域
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
へ
の
誘
客
や
周
遊
の

促
進
に
向
け
ま
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
者
を
対
象
と
し
た「
お
も
て
な
し

カ
ー
ド
」、
大
谷
地
区
へ
の
来
訪
者
を
対

象
と
し
た「
大
谷
観
光
一
日
乗
車
券
」、

宿
泊
者
向
け
の「
で
か
け
て
み
よ
う
！　

宇
都
宮
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
実
施
な
ど
、

着
地
型
観
光
等
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
商
工
会
議
所

と
連
携
し
な
が
ら
観
光
振
興
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

9
（
仮
称
）宇
都
宮
市
中
小
企
業
振

興
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
回
答
】　

　

市
内
企
業
の
う
ち
99
％
は
中
小
企
業

で
あ
り
、
本
市
が
持
続
的
に
発
展
し
続

け
る
た
め
に
は
、
小
規
模
事
業
者
を
は

じ
め
と
す
る
中
小
企
業
の
活
性
化
が
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
産
業
振
興

に
関
す
る
施
策
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
う
つ
の
み
や
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」に

基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
、
中
小
企
業
に
対

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
と
し
ま
し
て
、

事
業
拡
大
や
経
営
革
新
、
制
度
融
資
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
同
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
い
た
中
小
企
業
の
振
興
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

宇
都
宮
新
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
つ

い
て

【
回
答
】

　

ご
提
案
の「
デ
ジ
タ
ル
ま
ん
が
祭
り
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
に
集
積
す
る

芸
術
系
教
育
機
関
と
地
元
商
店
街
が
主

体
的
に
実
施
し
県
内
外
か
ら
の
多
く
の

来
場
者
が
あ
り
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の

一
助
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

漫
画
、
ア
ニ
メ
等
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術

は
、
餃
子
や
ジ
ャ
ズ
の
よ
う
に
本
市
の

個
別
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
得
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
意
識
の
盛
り
上
が
り
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
市

と
し
ま
し
て
は
、
平
成
27
年
度
の「
宇

都
宮
市
文
化
振
興
基
本
計
画
」の
改
定

作
業
の
中
で
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
効
果

的
な
振
興
の
手
法
等
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

総
務
部
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問合せ

岡本宇都宮市経済部長（右）から回答書を受け取る佐藤専務理事
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国
の
無
担
保・無
保
証
人
の

融
資
制
度・マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

マ
ル
経
融
資

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
等
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改

善
を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業

者
の
方
々
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た

め
、
無
担
保
・
無
保
証
人
、
低
金

利
で
融
資
が
受
け
ら
れ
る
国（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）の
公
的
融
資
制
度

で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方
。

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人

の
役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の

家
族
従
業
員
は
従
業
員
と
み
な

し
ま
す
）。

◎ 

宇
都
宮
市
内
で
１
年
以
上
営
業

し
て
お
り
、
商
工
会
議
所
の
経

営
指
導
を
６
カ
月
以
上
受
け
て

い
る
方
。

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方
。

◎ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生

活
事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

経
営
支
援
部
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問合せ
■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに約２～３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に添えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.35％
（平成27年3月26日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要
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中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
補
助
金
（
空
き
店
舗
補
助
金
）

補
助
金
制
度
の
一
部
に
改
正
が
あ
り
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
、
宇
都

宮
市
中
心
商
業
地
の
一
定
条
件
を

満
た
し
た
空
き
店
舗
、
お
よ
び
大

谷
石
蔵
に
新
規
出
店
し
、
認
定
さ

れ
た
際
に
店
舗
賃
借
料
の
一
部
、
な

ら
び
に
内
外
装
改
造
費
の
一
部
に
つ

い
て
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
平
成
27
年
４
月
か
ら

制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
家
賃
に
つ

い
て
は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
改
正
後
】

家
賃
に
つ
い
て
は
補
助
対
象
外

（
平
成
27
年
4
月
受
付
分
か
ら
適
用
）

　

こ
れ
か
ら
出
店
を
計
画
さ
れ
て

い
る
方
で
、
本
制
度
の
詳
細
を
お

聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

地
域
振
興
部
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栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
８
Ｆ
）
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事
業
承
継
対
策
は

お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所
が

国
か
ら
委
託
を
受
け
た
公
的
機
関

で
す
。

　

中
小
企
業
の
中
に
は
、
将
来
の

事
業
存
続
に
悩
み
や
課
題
、
特
に

後
継
者
不
足
の
問
題
を
抱
え
る
企

業
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
先
送
り
に
し
対
策
を
行
わ
な

い
ま
ま
に
経
営
を
続
け
る
と
廃
業
、

雇
用
喪
失
と
い
っ
た
社
会
的
損
失

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
円
滑
な
事
業
の
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
を
支
援
し
、
次
世
代
へ
の

経
営
資
源
の
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を

支
援
し
て
い
ま
す
。「
親
族
内
に

後
継
者
が
い
な
い
」「
事
業
承
継

の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」「
事
業

を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事
業
承

継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち
の
経

営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
、創
業・第
二
創
業
促
進
補
助
金
の
公
募
開
始
！

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
、
創
業
・
第
二
創
業
促
進
補
助
金

　

小
規
模
事
業
者
が
こ
れ
か
ら
行

う
新
た
な
販
路
開
拓
に
取
り
組
む

費
用
に
対
し
補
助
を
し
ま
す
。

【
対
象
事
業
者
】

従
業
員
が
20
人
以
下（
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業（
宿
泊
業
・
娯
楽
業
は
除
く
）

の
場
合
は
5
人
以
下
）の
法
人
・
個

人
事
業
者

【
対
象
事
業
】

　

新
た
に
創
業
す
る
者
や
、
事
業

承
継
を
契
機
に
既
存
事
業
を
廃
業

し
新
分
野
に
挑
戦
す
る
な
ど
の
第

二
創
業
者
が
創
業
す
る
た
め
に
係

る
費
用
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
事
業
者
】

従
業
員
が
20
人
以
下（
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業（
宿
泊
業
・
娯
楽
業
は
除
く
）

の
場
合
は
5
人
以
下
）の
法
人
・
個

人
事
業
者

◎
創
業
者
向
け（
既
創
業
者
は
対
象

外
）

【
事
業
内
容
】新
た
な
需
要
を
創
造

す
る
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

新
た
な
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
事
業

（
販
促
用
チ
ラ
シ
の
作
成
・
配
布
・

Ｐ
Ｒ
、
商
談
会
へ
の
出
展
、
店
舗
改

装
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ（
包
装
）の
改

良
、
新
商
品
の
開
発
な
ど
）

【
補
助
金
額
】

上
限
50
万
円（
補
助
率
２
／
３
）

※
雇
用
対
策
や
従
業
員
の
処
遇
改
善
、

買
い
物
弱
者
対
策
は
上
限
１
０
０
万

円
、
複
数
の
小
規
模
事
業
者
に
よ
る

【
対
象
経
費
】店
舗
借
入
費
や
設
備
費
、

人
件
費
、
広
報
費
等
の
創
業
に
要
す

る
費
用

【
補
助
金
額
】
1
0
0
〜
２
０
０
万

円（
補
助
率
２
／
３
）

◎
第
二
創
業
者
向
け

【
事
業
内
容
】事
業
承
継
を
契
機
に
既

存
事
業
を
廃
業
し
新
分
野
に
挑
戦
す

る
事
業

【
対
象
経
費
】店
舗
借
入
費
や
設
備
費
、

人
件
費
、
広
報
費
等（
既
存
事
業
の

廃
止
に
係
る
司
法
書
士
な
ど
の
費
用

も
含
む
）

【
補
助
金
額
】最
大
１
、０
０
０
万
円

（
補
助
率
２
／
３
）

共
同
事
業
の
場
合
は
上
限
50
万
円
×

小
規
模
事
業
者
数（
上
限
５
０
０
万

円
）

【
必
要
書
類
】

商
工
会
議
所
の
支
援
を
受
け
た
経
営

計
画
書
お
よ
び
商
工
会
議
所
が
作
成

す
る
事
業
支
援
計
画
書

【
締
切
】５
月
27
日（
水
）

【
申
込
先
】宇
都
宮
商
工
会
議
所
・
経

営
支
援
部

【
必
要
書
類
】

補
助
事
業
計
画
書
お
よ
び
宇
都
宮
市

の
創
業
支
援
事
業
に
参
加
し
た
こ
と

の
証
明
書

【
締
切
】５
月
８
日（
金
）午
後
５
時
ま

で
に
必
着
。

【
申
込
先
】創
業
・
第
二
創
業
促
進
補

助
金
事
務
局（
東
京
都
中
央
区
）

※
詳
し
く
は
中
小
企
業
庁
お
よ
び
当

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

創
業・第
二
創
業
促
進
補
助
金

経
営
支
援
部
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問合せ



商工会議所共済制度
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問合せ
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総
務
部
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問合せ
ご
準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

■不動産鑑定相談（年４回）
日　時	 5月13日（水）　午後１時３０分～４時３０分	
内　容	 不動産の基礎知識、土地建物の価格、地代、家賃、その他不動産に係わる相談
相談員	 不動産鑑定士（ （公社）栃木県不動産鑑定士協会所属）
問合せ	 経営支援部

■メンタルヘルス相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 個別事案の対応、メンタルヘルス対策導入方法、復職支援、
　　　　 ストレスチェック実施方法、メンタルヘルス研修の開催など
対　象	 会員企業の経営者、人事・総務担当などの管理職
相談員	 産業カウンセラー
問合せ	 地域振興部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 4月14日、5月12日 午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■弁理士知財相談（毎月第1金曜日） 
　1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 4月17日、5月1日  午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※1日知財窓口は、事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

 無料の専門相談です。
各分野の専門家が、あなたの相談に応じます。

会場  
法律・ 弁理士知財相談 ・ 不動産鑑定相談・

1 日知財窓口 ・ メンタルヘルス相談は  宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

問合せ
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部
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イ
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祉
制
度
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・
県
内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

当
所
で
は
４
月
15
日（
水
）か
ら

６
月
30
日（
火
）に
か
け
て
、福
祉

団
体
定
期
保
険
引
受
会
社
で
あ
る

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
と
共
同
で
、

全
国
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、「
商
工
会

議
所
福
祉
制
度
」を
会
員
の
皆
さ

ま
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、会
員
事

業
所
の
福
利
厚
生
の
向
上
に
お
役

立
て
い
た
だ
く
こ
と
を
主
な
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
」は
、

経
営
者
・
役
員
の
皆
さ
ま
の
保
障

や
退
職
金
準
備
金
ほ
か
、入
院
・
介

護
・
老
後
に
備
え
た
さ
ま
ざ
ま
な

保
障
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
も
の

で
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、当
所

方
に
は
粗
品（
い
ち
ご
サ
ブ
レ
）を

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
と
は
…

　

商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉

制
度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し

全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
と
ア
ク

サ
生
命
保
険
㈱
で
運
営
し
て
い
る

組
織
で
す
。

職
員
お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

の
社
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
併
せ
て
栃
木
県
内
商
工
会
議
所

と
共
に
県
内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

実
施
し
て
い
ま
す
。保
険
や
共
済
の

ご
成
約
の
方
に
は
粗
品（
黒
糖
・
ご

ま
サ
ブ
レ
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に「
保
険
証
券
分
析
」を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。現
在
ご
加
入
の
保
険
内

容
が
ご
自
身
に
合
っ
た
も
の
か
ど

う
か
の
確
認
を
ア
ク
サ
生
命
保
険

㈱
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。実
施
さ
れ
た

ご
成
約
の
方
に
粗
品（
黒
糖
・
ご
ま
サ
ブ
レ
）プ
レ
ゼ
ン
ト

保
険
証
券
分
析
を
実
施
で
粗
品（
い
ち
ご
サ
ブ
レ
）プ
レ
ゼ
ン
ト

4月の
ふれあい共済等

振替日

4月22日（水）

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

初
級
簿
記
講
座

商
業
簿
記
の
基
本
か
ら
日
商
簿
記
３
級
程
度
ま
で

　

簿
記
を
は
じ
め
て
学
ぶ
方
や
、
知

識
を
身
に
つ
け
実
務
に
役
立
て
た
い

方
に
お
す
す
め
の
講
座
で
す
。

【
期
間
】

６
月
９
日（
火
）
〜
10
月
９
日（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

原
則
毎
週
火
・
金
曜
日

講
義
回
数
34
回

【
会
場
】当
所
２
階
大
会
議
室

【
講
師
】栃
木
県
立
宇
都
宮
商
業
高
等

学
校
教
諭

【
受
講
料
】

１
万
２
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
定
員
】 

50
人
程
度

【
受
講
資
格
】

宇
都
宮
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
方（
学
生
は
除
く
）。

【
申
込
】 

所
定
の
申
込
書（
本
号
折
り

込
み
チ
ラ
シ
）に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
、
5
月

29
日（
金
）ま
で
に
直
接
当
所
窓
口
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　宇都宮産の有精卵を使用
し、黒砂糖ベースに胡麻を
折りまぜ、自然の材料を生
かした芳しいサブレです。
　まろやかな甘みも加えて
お子さまにも安心して召し上
がっていただけます。

黒糖・ごまサブレ

　本物の「いちご」にこだわ
り、「宇都宮産のとちおとめ」
そのものを使用。
　味を出す粉は栃木県内産
の小麦粉を使用した香料無
添加のサブレです。

いちごサブレ
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 「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 有限会社 随想舎

☎028-616-6605 5028-616-6607
有限会社  栃木広告社

☎028-639-1115 5028-639-1116

新規入会事業所を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎028-637-3131 5028-634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あてお電話でご
　連絡ください。
　申込書を FAX で送信します。

商工会議所入口でＰＲ

　

総
務
部

　
☎	

0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

	

0
2
8-

6
3
4-

8
6
9
4

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。
〈 問合せ〉　総務部 ☎028-６３７-３１３１

業種 フォトスタジオ
パンケーキカフェ

代表取締役  靍見　勝さん

〈所在地〉
宇都宮市中央5-10-1
☎028-678-6402

フォトテリアパーチェ
（㈱コモーション）

　

企
業
向
け
の
映
像
制
作
や
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の

映
像
制
作
、
写
真
撮
影
を
行
っ
て
い
る
企
業

が
、
昨
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た「
フ
ォ
ト

テ
リ
ア
パ
ー
チ
ェ
」。
敷
居
が
高
く
な
り
が
ち

な
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
と
パ
ン
ケ
ー
キ
カ
フ
ェ
を

融
合
さ
せ
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
ス
ペ
ー
ス
に

し
ま
し
た
。
日
替
わ
り
パ
ス
タ
な
ど
の
ラ
ン
チ

と
、
パ
ン
ケ
ー
キ
が
自
慢
の
当
店
。
パ
ン
ケ
ー

キ
を
お
召
し
上
が
り
の
お
客
さ
ま
に
は
、
プ
ロ

に
よ
る
撮
影
体
験
が
無
料
で
で
き
ま
す
。

二
人
と
も
そ
う
思
っ
て
る
く
さ
れ
縁

流
行
と
い
う
か
ら
風
邪
も
引
い
て
み
る

黙
秘
権
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
喋
ら
せ
る

ケ
ー
キ
屋
を
メ
タ
ボ
横
目
で
通
り
過
ぎ

春
う
ら
ら
隣
の
窓
も
開
い
た
ま
ま

誕
生
日
忘
れ
働
き
ざ
か
り
な
り

酒
が
出
て
花
は
二
の
次
三
の
次

悪
友
と
呼
ん
で
呼
ば
れ
て
仲
が
良
い

春
眠
の
夢
見
尽
く
し
て
ま
だ
覚
め
ず

四
月
か
な
老
い
の
手
に
咲
く
花
ひ
と
つ

笹
田　

ス
ミ

大
塚　

栄
子

生
田
目
昭
夫

田
中　

文
子

西
宮　
　

久

竹
澤　

貞
子

古
内
か
ほ
る

宮
田　

ミ
チ

福
田　
　

弘

星　
　

政
造

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

第
211
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
会
う
も
会
わ
ぬ
も
過
ぎ
し
金
婚
。

〈
評
〉
娘
ざ
か
り
へ
日
替
わ
り
の
服
。

〈
評
〉
先
祖
の
こ
と
は
知
ら
ぬ
末
裔
。

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

「開き直る」

バ
カ
に
さ
れ
な
い
よ
う
に
と

頑
張
る
よ
り
、

バ
カ
に
さ
れ
て
も
い
い
や
と
開
き
直
っ
た
方
が

力
が
抜
け
、

結
局
バ
カ
に
さ
れ
な
く
な
る
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　書道家。熊本育ち。３歳から母である
双葉（そうよう）に師事。東京理科大学、
ＮＴＴ退社後、ストリートからはじめる。
ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平
泉」など数々の題字を手がける。全国で
ユニークな個展を開催。著書は、作品集
【絆】、【上機嫌のすすめ】など 20 を超え
る。書道教室は約３００名（２００５年よ
り満席状態が続く）。公式ブログ「書の力」
のアクセス数は、１日５万を超える。 
⇒ http://ameblo.jp/souun

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ
・
そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311�
企画展「桜　野生のサクラいろいろ」
6月15日（月）まで
栃木県産の野生のサクラ類や生態、研究者について、標本、写真など
を通じて紹介する企画展。あわせて栃木県のサクラ研究の第一人者久
保田秀夫氏の功績も紹介する。（同館ＨＰより）
一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「安田靫彦生誕130年、小倉遊亀生誕120年　遊亀と靫彦
－師からのたまもの・受け継がれた美－」
5月17日（日）まで
端正な線と豊麗な色彩で多くの歴史人物画を残した安田靫彦。その弟
子で、モダンで新しい日本画表現に果敢に挑んだ小倉遊亀。二人の画
家は、共に近代日本画の歴史に大きな足跡を残した。（同館チラシより）
一般＝900円／大高生＝700円／中学生・小学生=500円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「昭和を生きた画家　平澤熊一展」
4月18日（土）～6月21日（日）
　昭和という時代にほぼ重なる平澤熊一の画業を油彩・水彩・素描
約120点により回顧する。（同館チラシより）
一般＝800円／大高生＝500円／中学生以下無料

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
か
ら
G
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉 

遠
州
灘
か
ら
日
向
灘
の
沖
合
に
延
び
る
細
長
い
く
ぼ
地
。

い
つ
動
く
か
関
係
地
域
で
は
戦
戦
恐
恐

1.
2.
3.
4.
5.
6.
8.
12.
14.
15.
16.
17.
19.

1.
3.
6.
7.
9.
10.
11.
13.
15.
17.
18.
20.
21.

1912年日本からサクラを送り、アメリカからお返しに送られたことで知られる木
江戸城無血開城に向けて勝海舟と会見した薩摩藩の人物
政権が代わってもギリシャの経済○○は続く
漢字で書くと「栂の木」なんと読む？
最近、各方面で関心が寄せられている３Ｄ○○○○○
資本が取引される場
仲が悪くいつも対立やケンカをしたり「○○を突き合わせる」
「今朝は○○がかかっていて遠くのものがかすんで見えないね」などと
秋にお米がとれる植物。南の地方では早くも田植えが
江戸時代、大阪地方はこう呼ばれていた
「引き際を誤ってどんどん○○○にはまってしまった」などと
慶応大学のある東京都港区の○○地区
愛知県渥美半島の突端にある○○湖崎

この時期、細い雨滴のしとしとと長く降る雨。同名の食物もある
電車に乗る時、昔はこれが必要だったが、今は電子マネーのカード全盛
わずかの期間だけ物やお金を借りること
２月にまた一人歌舞伎役者の名優板東○○○○○が鬼籍に入ってしまった
最近需要が伸びている○○アルコールビール
「○○○明晰な彼の的確な判断で難題がクリアできた」などと
本州最北端は青森の○○○○半島。原発問題を抱えている地
最近パワースポットとして女性に人気の神社「出雲○○○○」
「しつこく絡んで来るアイツに○○○○を食わせてやったぞ」などと
県南部にある万葉集にも詠まれた低山○○○山
今子供たちの間でブームの「○○○○ウォッチ」
「エンヤトット」で始まる宮城県の民謡「○○○○○唄い込み」「斎太郎節」とも
大昔はこう呼ばれていた植物「ニラ（韮）」の古名

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

コ
ヨ
ウ
キ
カ
イ
キ
ン
ト
ウ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
4
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

４
月
は
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
も
う
一
度
政
治
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？　

本
書
は
気
鋭
の
国
際
政
治
学

者
が
、
自
身
の
ブ
ロ
グ
に
掲
載
し
た
記
事

を
加
筆
訂
正
の
上
、
１
冊
に
ま
と
め
た

も
の
で
す
。
も
と
も
と
が
ブ
ロ
グ
の
文
章

だ
け
に
、
平
易
な
言
葉
遣
い
で
つ
づ
ら
れ
、

「
政
治
関
係
は
用
語
が
難
し
く
て
」と
敬

遠
し
が
ち
な
方
で
も
す
ら
す
ら
読
み
進
む

事
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
と
も
す
る
と
、
政
治
に
無

関
心
に
な
る
か
、
逆
に
の
め
り
込
み
過

ぎ
が
ち
で
す
。
著
者
は
、
従
来
の
保
守

に
も
リ
ベ
ラ
ル
に
も
苦
言
を
呈
し
、
た

だ
否
定
す
る
だ
け
で
な
く
相
手
に
寄
り

添
う
気
持
ち
を
持
つ
事
が
重
要
で
は
な

い
か
と
提
案
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た「
政
治
へ
の
視
点
」に
、
出
会
う
事

が
で
き
る
１
冊
で
す
。

『
日
本
に
絶
望
し
て
い
る    

　 

人
の
た
め
の
政
治
入
門
』

三
浦
瑠
麗［
著
］

文
春
新
書

７
８
０
円
＋
税

選者  荒井 宗明 氏
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四
月
十
三
日（
月
）～
十
七
日（
金
）　

弥
生
祭（
日
光
市
日
光
）

　

奈
良
時
代
か
ら
続
く
日
光
二
荒
山
神
社
の

例
祭
。
古
か
ら
の
し
き
た
り
と
格
式
を
重
ん

じ
る
た
め
、
町
内
同
士
で
い
ざ
こ
ざ
が
よ
く

発
生
す
る
。
別
名「
ご
た
祭
り
」。
見
ど
こ
ろ

は
、
東
町
、
西
町
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
花
家

体
。
日
光
の
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
祭
り
で

あ
る
。
十
六
日（
木
）に
は
宵
祭
が
行
わ
れ
る
。

四
月
二
十
日（
月
）

大
猷
院
殿
御
祥
忌
法
要（
日
光
市
日
光
）

　

家
光
公
の
法
要
が
、
輪
王
寺
門
跡
お
導
師

の
も
と
、
七
条
袈
裟
の
僧
侶
総
出
仕
で
、
密

教
の
胎
蔵
界
曼
荼
羅
供
法
要
が
執
り
行
わ
れ

る
。
大
猷
院
殿
と
は
、後
光
明
天
皇
よ
り
賜
っ

た
家
光
公
の
諡
号
の
こ
と
。

四
月
十
九
日（
日
）

唐
澤
山
神
社
奉
納
武
道
大
会（
佐
野
市
）

　

唐
澤
城
本
丸
跡
に
建
つ
唐
澤
山
神
社
は
、

む
か
で
退
治
の
伝
説
や
平
将
門
を
滅
ぼ
し
た

藤
原
秀
郷
を
祀
る
社
。
こ
の
日
境
内
で
、
柔

道
、
弓
道
、
剣
道
の
試
合
が
奉
納
さ
れ
る
。

二
十
五
日（
土
）に
は
、春
の
大
祭
が
行
わ
れ
る
。

五
月
五
日（
火
・
祝
）

間
々
田
の
蛇
祭
り（
小
山
市
）

　

間
々
田
の
鎮
守
八
幡
宮
の
祭
り
。「
ジ
ャ
ガ

マ
イ
タ
」の
掛
け
声
と
と
も
に
、
蛇
を
形
作
っ

た
蛇
体
を
町
民
が
担
い
で
練
り
歩
く
。

宇都宮伝統文化連絡協議会顧問  柏村  祐司

　

近
年
は
農
作
業
に
ま
つ
わ
る
年
中
行

事
が
す
っ
か
り
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
機

械
化
が
進
み
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の
発

達
な
ど
で
農
作
業
の
形
態
が
す
っ
か
り
変

わ
っ
て
し
ま
い
、
農
作
業
の
節
目
ご
と
に

行
っ
て
来
た〝
神
ご
と
〟を
行
う
時
間
的

余
裕
を
失
い
、
ま
た
意
味
合
い
も
薄
れ

た
こ
と
に
よ
る
。
そ
う
し
た
忘
れ
去
ら
れ

つ
つ
あ
る
年
中
行
事
の
一
つ
に
二
月
八
日
、

十
二
月
八
日
の
行
事
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は

対
に
な
っ
た
行
事
で
あ
り
、
ダ
イ
マ
ナ
コ

と
か
コ
ト
ヨ
ウ
カ
、
コ
ト
ハ
ジ
メ
、
コ
ト
ジ
マ

イ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

　

ダ
イ
マ
ナ
コ
と
は
、
大
眼
で
あ
り
、
こ

の
日
や
っ
て
来
る
一
つ
目
の
妖
怪
を
、
大

き
な
目
を
た
く
さ
ん
山
持
っ
た
メ
カ
イ

籠
で
威
嚇
す
る
こ
と
か
ら
つ
い
た
名
で
あ

る
。
一
方
、
コ
ト
ヨ
ウ
カ
と
は
、
と
も
に

八
日
に
神
ご
と
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

つ
い
た
名
で
あ
り
、
コ
ト
ハ
ジ
メ
と
は
、
二

月
八
日
か
ら
一
年
の
神
ご
と
が
始
ま
り
、

コ
ト
ジ
マ
イ
と
は
十
二
月
八
日
で
神
ご
と

が
終
わ
る
と
の
意
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
宇
都
宮
な
ど
栃
木
県
央
か
ら

芳
賀
地
方
、
お
よ
び
茨
城
県
南
部
一
帯
に

か
け
て
両
日
と
も
に
笹
神
様
と
称
す
る
笹

飾
り
を
作
る
風
習
が
あ
る
。
そ
れ
も
二

月
八
日
は
母
屋
の
前
面
に
、
十
二
月
八
日

は
母
屋
の
背
後
に
作
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
笹
神
様
と
は
長
さ
六
六・
七
セ
ン
チ
ほ

ど
の
笹
竹
を
三
本
、
三
角
錐
状
に
立
て
先

端
を
丸
め
束
ね
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

宇
都
宮
辺
り
で
は
先
端
の
笹
の
上
に
赤
飯

を
供
え
、
ま
た
、
芳
賀
地
方
で
は
下
部
に

膳
に
お
神
酒
、
赤
飯
な
ど
を
乗
せ
て
供
え

た
も
の
で
あ
る
。

　

文
化
庁
で
は
こ
う
し
た
笹
神
お
よ
び
笹

神
に
ま
つ
わ
る
二
月
八
日
・
十
二
月
八
日
の

一
連
の
風
習
に
着
目
し
、
貴
重
な
民
俗
文

化
財
と
し
て
平
成
十
二
年
、「
北
関
東
の

サ
サ
ガ
ミ
習
俗
」を
記
録
作
成
等
の
措
置

を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
と
し
て

選
択
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
調
査
の
結
果
、
二
月
八
日
、

十
二
月
八
日
の
両
日
に
や
っ
て
来
る
と
い
う

一
つ
目
お
よ
び
笹
神
様
の
全
容
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
一
つ
目
は
、
小
僧
と
も
妖
怪

と
も
ま
た
厄
神
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
し
て

そ
の
一
つ
目
を
威
嚇
す
る
た
め
に
先
の
メ

カ
イ
カ
ゴ
を
母
屋
の
軒
先
に
掲
げ
る
他
、

戸
口
に
串
刺
し
に
し
た
ニ
ン
ニ
ク
豆
腐
や
ヒ

イ
ラ
ギ
の
葉
を
飾
る
等
の
風
習
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

と
も
あ
れ
一
つ
目
は
、
農
作
業
開
始

を
間
近
に
し
て
や
っ
て
来
る
田
の
神
に
代

表
さ
れ
る
農
作
業
の
神
様
で
あ
っ
た
。
そ

れ
が
一つ
目
と
さ
れ
た
の
は
、
神
様
は
畏

敬
の
念
を
持
っ
て
捉
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
普
通
の
人
間
と
は
異
な
っ
た
姿
を
す

る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
そ

の
畏
れ
が
、
や
が
て
恐
れ
と
な
っ
て
災
い

を
も
た
ら
す
厄
神
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
メ
カ
イ
カ
ゴ
も
ヒ
イ
ラ
ギ

も
本
来
は
、
や
っ
て
来
る
神
様
を
招
く
目

印
で
あ
り
、
ニ
ン
ニ
ク
豆
腐
は
神
様
を
招

く
場
の
ケ
ガ
レ
を
独
特
の
臭
い
で
祓
う
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
笹
神
様
は
、

神
様
を
お
迎
え
す
る
施
設
、
つ
ま
り
は

神
社
や
祠
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

が
一
時
的
に
お
祀
り
す
る
こ
と
か
ら
簡
易

な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
で
も
農

家
な
ど
に
藁
で
作
っ
た
社
、
い
わ
ゆ
る
藁

宝
殿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
と

同
じ
類
の
極
め
て
原
始
的
な
祭
祀
の
施

設
、
そ
れ
が
笹
神
様
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

年
中
行
事
を
は
じ
め
民
間
信
仰
に
伴

う
風
習
の
中
に
は
、
本
来
の
意
味
合
い
が

分
か
ら
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
そ
の

謎
を
解
き
明
か
す
こ
と
こ
そ
、
民
俗
学

の
醍
醐
味
で
も
あ
る
。

第32回

二月八日・十二月八日の行事
徘徊する一つ目の妖怪は厄神か

(写真提供：柏村祐司 『栃木の祭り』より)

軒先に掲げたメカイ
カゴ

笹神様に赤飯を供える
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経営理念

31回第
株式会社
ネットコア

毎期必ず行っている
経営方針発表会も、
すでに20期を数えます

「まいぷれ」宇都宮版は
同社が管理運営

同社オフィス風景

自慢の「柿の種」をかかげる野澤榮一郎社長

営
指
針
、
経
営
理
念
と
呼

ば
れ
る
も
の
は
、
い
わ
ば

会
社
の
柱
で
す
。
企
業
に
と
っ
て
は

絶
対
に
必
要
で
す
」
と
力
説
す
る

大
澤
社
長
。「
平
成
17
年
に
会
社

法
が
改
正
さ
れ
、
少
な
い
資
本
金

で
会
社
設
立
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
場
合
に
よ
る
と
数
万
円
で
社

長
に
な
れ
る
時
代
で
す
。
け
れ
ど

も
そ
れ
で
は
ま
だ
『
経
営
者
』
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
経
営
指
針
を
つ

く
っ
て
、
初
め
て
『
経
営
者
』
と

胸
を
は
っ
て
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

　
「
社
長
も
人
間
。
悩
む
時
も
ぶ
れ

る
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に

経
営
指
針
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
羅
針

盤
の
役
割
を
果
た
し
、
正
し
い
進
路

を
示
し
て
く
れ
ま
す

|
」
そ
う

話
す
大
澤
社
長
で
す
が
、
同
社
も

創
業
時
か
ら
経
営
指
針
を
つ
く
っ
て

い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
経
営
指
針
（
社
是
・
経
営
理
念

な
ど
）
を
つ
く
っ
た
の
は
、
創
業
し

て
か
ら
約
５
年
た
っ
た
15
年
前
の
こ

と
で
す
。
こ
れ
か
ら
よ
り
大
き
く

事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
会

社
組
織
を
し
っ
か

り
さ
せ
な
い
と
い

け
な
い
。
そ
れ

に
は
経
営
指
針

が
不
可
欠
だ
と

痛
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
生
懸
命

勉
強
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

た
り
、
税
理
士
に
相
談
し
た
り
。
志

を
同
じ
く
す
る
社
長
た
ち
と
勉
強
会

を
開
い
た
り
し
て
、
少
し
ず
つ
形
に
し

て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
が
今
も

生
き
て
い
ま
す
」

　

会
社
の
基
本
精
神
で
あ
る
「
社
是
」

や
、
会
社
の
創
業
理
念
・
存
続
の
意

義
を
言
葉
に
し
た
「
経
営
理
念
」
は
、

一
度
定
め
た
後
は
ほ
と
ん
ど
変
更
し

ま
せ
ん
。
同
社
で
は
そ
の
下
に
、
中

期
的
な
目
的
で
あ
る
「
基
本
方
針
」、

年
次
計
画
で
あ
る
「
経
営
計
画
」
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
く
る
の
も
大
変
で
す
が
、
そ
れ
を

生
き
た
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
社
員

全
員
に
し
っ
か
り
浸
透
さ
せ
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
同
社
で
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
最
も
重
要
な
の
は
朝
礼
で
す
。
毎

日
15
分
間
の
朝
礼
を
行
い
ま
す
が
、

そ
の
際
必
ず
経
営
指
針
書
を
持
ち
、

繰
り
返
し
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、

頭
の
中
に
確
実
に
残
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
た
っ
た
15
分
で
す
が
、
１

カ
月
で
５
時
間
分
に
も
な
り
ま
す
か

ら
、重
要
な
社
員
教
育
の
時
間
で
す
」

　

も
ち
ろ
ん
、
業
務
を
通
じ
て
繰

り
返
し
社
是
・
経
営
理
念
な
ど
を

意
識
さ
せ
、
行
動
の
基
本
に
な
る
よ

う
工
夫
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

毎
月
、
誕
生
日
を
迎
え
る
社
員

な
ど
と
食
事
を
し
な
が
ら
直
接
話
す

「
社
長
塾
」
や
、
会
社
の
福
利
厚

生
な
ど
を
行
う
４
つ
の
委
員
会
活
動

と
いっ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
も
、
同
社

の
特
色
で
し
ょ
う
。

　

近
年
は
地
域
情
報
サ
イ
ト
「
ま

い
ぷ
れ
」
宇
都
宮
版
の
運
営
も
行
っ

て
い
る
同
社
。
地
域
の
中
に
あ
る

強
み
を
、
さ
ら
に
発
揮
し
て
い
く
で

し
ょ
う
。

「

若
い
会
社
、若
い
社
長
こ
そ
、

 

経
営
指
針
を
持
つべ
き
で
す
」

伝
統
の
製
法
を
守
る
、

懐
か
し
い
味
「

柿
の
種
」

◎

柿
の
種   

     

1
0
0
g
×
4
個
入
り 

      

1
、6
2
0
円︵
税
込
︶か
ら

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
受
託
開
発
企
業
と
し
て
活
躍
す
る
株
式
会
社
ネ
ッ
ト
コ
ア
。「
宇
都
宮

ま
ち
づ
く
り
貢
献
企
業
」認
証
な
ど
、
地
域
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
根
幹
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
経
営
指
針
が
あ
り
ま
し
た
。
大
澤
章
利
社
長
に
、

企
業
活
動
の
要
と
な
る「
経
営
指
針
」に
こ
め
た
想
い
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

お
酒
の
お
つ
ま
み
に
、
日
本
茶
の
お
と
も
に
、
柿
の
種
は
誰
に
で
も
愛
さ
れ

て
い
る「
小
さ
な
人
気
者
」で
す
。マ
ル
ウ
製
菓
株
式
会
社（
野
澤
榮
一
郎
社
長
）

の「
柿
の
種
」は
、
盆
暮
れ
の
お
使
い
も
の
に
も
人
気
が
高
く
、
お
い
し
さ
に

は
定
評
が
あ
り
ま
す
。

明るく楽しく…
喜びと感動の経営を

１．私たちは、最適なＩＣＴソリューショ
ンを提供し、お客様の永続的な繁栄
に貢献します。
２．私たちは、ＣＳＲを重視した事業活
動をとおして、社会の進歩・発展に貢
献します。
３．私たちは、全社員と当社に関わる
すべての人達の物心両面の幸福（し
あわせ）を追求します。

社是

株式会社ネットコア
代表取締役 大澤章利氏

Information

株式会社ネットコア
代表取締役  大澤  章利
設立／平成８年３月
所在地／宇都宮市鶴田２-５-24
☎ 028-649-0111
http://www.netcore.co.jp

｢
経

　
「
柿
の
種
の
原
料
は
、
も
ち
米
で
す
。

う
ち
の
柿
の
種
は
大
き
い
で
し
ょ
う
！

　

最
近
の
商
品
は
、
粒
が
大
き
い
も
の

が
主
流
で
す
ね
。
あ
れ
は
米
を
粉
に
し

て
作
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
で
す
。
私
ど

も
は
、
昔
な
が
ら
の
米
粒
か
ら
作
る
方

法
で
す
」

　

そ
う
話
す
野
澤
社
長
は
、
同
社
２

代
目
。
先
代
が
創
業
し
た
の
は
、
昭
和

の
初
期
だ
そ
う
で
す
。

　
「
当
時
は
、
冷
蔵
庫
な
ど
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
あ
ら
れ
作
り
は
寒
い
所
が
盛

ん
で
し
た
。
米
ど
こ
ろ
で
、
寒
冷
地
で

も
あ
る
新
潟
が
、
あ
ら
れ
の
メ
ッ
カ
だ
っ

た
の
で
す
」

　

最
初
に
柿
の
種
を
作
っ
た
の
が
ど
の

会
社
だ
っ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

記
録
で
は
大
正
時
代
に
「
銘
菓
柿
の

種
を
完
成
さ
せ
た
」と
い
う
文
言
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
柿
の
種
」
の
由
来
は
、
文

字
通
り
果
実
の
柿
の
種
に
似
て
い
る
か

ら
。
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
が
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
酒
場
が

日
本
ら
し
さ
を
出
す
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

混
ぜ
た
の
が
始
ま
り
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
「
私
ど
も
が
柿
の
種
を
作
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、昭
和
30
年
代
後
半
で
す
。

そ
の
後
、
人
気
商
品
の
一つ
に
な
り
ま

し
た
。
帝
国
ホ
テ
ル
の
ニュ
ー
ス
ス
タ
ン

ド
で
も
、
平
成
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
の

間
、
販
売
し
て
い
た
ほ
ど
で
す
。
関
東

一
円
だ
け
で
な
く
東
北
や
中
部
地
方
に

も
出
荷
し
、
か
な
り
の
売
り
上
げ
が

あ
り
ま
し
た
」

　

同
社
の
会
社
設
立
は
昭
和
28
年
の

こ
と
で
す
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
米
菓

作
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
創
業
自
体

は
昭
和
初
期
ま
で
遡
り
ま
す
。

　

順
調
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
た
同
社

で
す
が
、
昭
和
16
年
に
国
の
政
策
に
よ

り
一
時
廃
業
と
な
り
ま
し
た
。
生
産

設
備
の
ほ
と
ん
ど
も
、
軍
に
供
出
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
は
中
島
飛
行

機
の
下
請
け
と
し
て
、
風
防
ガ
ラ
ス
の

生
産
に
携
わ
って
い
ま
し
た
。

　

米
菓
作
り
を
再
開
し
た
の
は
、
戦

後
の
昭
和
26
年
の
こ
と
。
も
っ
と
は
や

く
再
開
し
た
か
っ
た
そ
う
で
す
が
「
原

料
の
お
米
が
仕
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
、
よ
う
や
く
そ
の
頃
で
し

た
」（
野
澤
社
長
）
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
近
年
は
、
栃
木
県
内
の
製
菓
会

社
も
数
が
少
な
く
な
り
、
寂
し
い
限

り
で
す
」
と
話
す
野
澤
社
長
で
す
が
、

大
き
な
景
気
の
荒
波
を
乗
り
越
え
つ

つ
、
同
社
は
常
に
変
わ
ら
ぬ
美
味
し

さ
を
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
「
良
い
商
品
を
作
り
続
け
た
こ
と
が

大
き
な
理
由
で
す
が
、
他
に
も
『
人

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
き
た
』
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
問
屋
や
販
売

店
と
上
手
に
つ
き
あ
っ

て
き
た
こ
と
が
、
商

売
繁
盛
の
大
切
な
要

素
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
」

　

さ
ら
に
、
研
究
熱

心
な
性
格
も
プ
ラ
ス
に
働
き
ま
し
た
。

気
に
な
る
他
社
製
品
を
見
つ
け
る
と
、

そ
の
作
り
方
を
研
究
し
て
、
い
ろ
い
ろ

試
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
柿
の
種
の
作
り
方
も
、
試
行
錯
誤

し
ま
し
た
よ
。
結
局
は
昔
な
が
ら
の
や

り
方
が
い
ち
ば
ん
と
い
う
結
論
で
、
今

に
至
って
い
ま
す
」

　

小
さ
な
お
つ
ま
み
「
柿
の
種
」
で
す

が
、
作
り
手
の
こ
だ
わ
り
が
深
い
か
ら

こ
そ
、あ
の
美
味
し
さ
が
一
粒
に
ぎ
ゅっ

と
凝
縮
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

宇都宮の香りと
真心をこめて

マルウ製菓株式会社
宇都宮市城東1-11-5
☎ 028-633-7201
5028-633-3418

シャリッとした歯ざわ
りに仕上げてありま
すので、どなたにも
ご賞味いただけます。

「柿の種」と同じく、人気商品のせんべい「栃木田畑」

マルウ製菓株式会社
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何
か
あ
っ
た
時
、

気
軽
に
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
、

頼
も
し
い
存
在
で
す
。

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　 MITO4月
April

MAEBASHI

2223 April 2015

　

藩
政
改
革
に
手
腕
を
発
揮
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
、
斉
昭
公
は
、

藩
の
財
政
再
建
の
た
め
に
質
素
倹

約
を
奨
励
し
ま
し
た
。
斉
昭
公
は

国
の
基
で
あ
る
農
民
が
、
た
び
た

び
の
天
災
に
も
負
け
ず
、
日
夜
汗

と
泥
に
ま
み
れ
て
働
く
尊
い
姿
に

心
う
た
れ
、
自
ら
青
銅
で
作
っ
た

農
夫
の
像
を
食
事
の
た
び
に
膳
に

の
せ
、
最
初
の
一
箸
の
ご
飯
を
供

え
て
農
民
の
労
に
感
謝
し
た
と
い

い
ま
す
。
農
人
形
は
、
水
戸
独
自

の
農
本
主
義
か
ら
生
ま
れ
た
像
だ

け
に
、
全
国
に
そ
の
例
を
見
な
い

も
の
で
す
。
大
正
時
代
に
な
っ
て
、

水
戸
に
い
た
建
築
彫
刻
師
富
岡
桂

　

古
い
農
家
形
式
を
残
す
阿
久
沢

家
住
宅
は
17
世
紀
末
頃
の
建
築
と

伝
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
は
名
主

や
組
頭
を
つ
と
め
た
旧
家
で
す
。

こ
の
地
方
に
多
い
赤
城
型
民
家
よ

り
一
時
代
古
い
民
家
の
形
式
を
今

に
伝
え
て
お
り
、
県
内
で
も
最
古

の
民
家
の
一
つ
で
す
。
昭
和
45
年

に
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

住
宅
は
茅
葺
寄
棟
造
り
で
、
座

敷
部
分
は
土
間
沿
い
に
板
敷
き
の

ヒ
ロ
マ
、
そ
の
西
に
コ
ザ（
ザ
シ

キ
）と
オ
ク（
ナ
ン
ド
）の
二
間
を

設
け
た
い
わ
ゆ
る
広
間
型
三
間
取

り
で
す
。

山
氏
が
、
こ
の
農
人
形
を
初
め
て

木
に
彫
り
、
木
彫
り
の
民
芸
品
と

し
て
伝
承
さ
れ
た
の
が「
農
人
形
」

で
す
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

　

18
年
ぶ
り
の
屋
根
葺
き
替
え
工

事
が
本
年
３
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
阿
久
沢
家

住
宅
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

宇
都
宮
中
心
商
店
街
活
性
化
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

バ
ン
バ「
こ
い
の
ぼ
り
ぬ
り
え
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
5
」

の
作
品
募
集

※
当
所
会
員
に
限
り
ま
す

【
賞
】

部
門
ご
と
に
金
賞
１
本
、
銀
賞
２
本
、

銅
賞
３
本
、
入
選
10
本
を
選
考

（
部
門　

①
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部  

②

小
学
校
１
・
２
年
の
部  

③
小
学
校
３
・

４
年
の
部  

④
小
学
校
５
・
６
年
の
部
）

※
副
賞
：
金
賞（
商
品
券
１
万
円
）、
銀

賞（
商
品
券
５
千
円
）、
銅
賞（
商
品
券
３

千
）、
入
選（
図
書
カ
ー
ド
１
千
円
）

【
発
表
】

園
・
学
校
を
通
じ
て
保
護
者
の
方
に
通

知
し
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
、
４
月
25
日（
土
）か
ら

５
月
６
日（
水
）の
間
、
宇
都
宮
市
バ
ン
バ

出
張
所
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
展
示
し
ま
す
。

　

表
彰
は
4
月
25
日（
土
）に
同
展
示
会

場
に
て
開
催
し
ま
す
。

問合せ

宇
都
宮
中
心
商
店
街
活
性
化
委
員
会

☎
0
2
8-

6
1
6-

3
7
4
4

（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
／
土
日
祝
祭
日
定
休
）

　

宇
都
宮
中
心
市
街
地
の
９
商
店
街
お

よ
び
大
型
店
で
組
織
す
る
宇
都
宮
中
心

商
店
街
活
性
化
委
員
会
で
は
、
マ
チ
ナ

カ
文
化
の
発
信
や
伝
承
を
図
り
、
中
心

市
街
地
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、「
こ
い
の
ぼ
り
ぬ
り
え
コ
ン

テ
ス
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

【
内
容
】

こ
い
の
ぼ
り
ぬ
り
え（
配
布
さ
れ
た
用

紙
）に
、
ク
レ
ヨ
ン
、
色
鉛
筆
、
水
彩
絵

の
具
な
ど
で
塗
っ
て
く
だ
さ
い（
雑
誌
や

色
紙
な
ど
で
の
切
り
絵
で
も
可
。
空
い

て
い
る
ス
ペ
ー
ス
に
ご
自
分
で
絵
を
付

け
加
え
た
り
、
ア
レ
ン
ジ
も
可
）。

【
対
象
】

宇
都
宮
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小

学
校
に
通
園
通
学
す
る
お
子
さ
ま

【
申
込
】

応
募
用
紙（
ぬ
り
え
）に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
園
・
学
校
単
位
で
一
括
申
し

込
み
を
す
る
か
、
個
人
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙（
ぬ
り
え
）は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.banba.info

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
園
・
学
校
で
配

布
さ
れ
た
用
紙
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

【
締
切
】

４
月
17
日（
金
）必
着（
当
日
消
印
有
効
）

ＧＩＢＢＳ５
バリスタ　
鈴木さとこさん

ＧＩＢＢＳ５／ギブズファイブ
宇都宮市伝馬町2-19
☎5028-634-8160
営業時間／12:00～23:00
（平日は17:00～18:00休憩）

木曜定休
http://musicarismo.com

問合せ

オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
会
事
務
局

（
宇
都
宮
オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
街（
振
）内
）

☎
0
2
8-

6
3
8-

4
0
3
0

◎
作
品
募
集
要
項

【
フ
ラ
ッ
グ
サ
イ
ズ
】

縦
２
４
０
〜
２
５
０
セ
ン
チ
×
横
１
７

０
セ
ン
チ
〜
２
０
０
セ
ン
チ（
縦
長
の
デ

ザ
イ
ン
に
限
る
）

【
作
品
受
付
】

3
月
16
日（
月
）か
ら（
作
成
し
た
も
の
を

直
接
持
ち
込
み
）

【
テ
ー
マ
】

私
の
大
切
な
も
の
・
動
物
・
季
節
・
頑

張
れ
日
本（
絆
・
元
気
に
な
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
）

【
出
展
方
法
】

作
品
を
直
接
持
ち
込
み
申
し
込
み
、
ま

た
は
制
作
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
・
制
作
し
、

会
場
に
て
直
接
提
出
の
い
ず
れ
か

【
そ
の
他
】

フ
ラ
ッ
グ
は
主
催
者
に
て
ご
用
意
し
ま
す
。

【
日
時
】４
月
26
日（
日
）

制
作
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
受
付
：
午
前
10
時
）

※
要
事
前
申
し
込
み
。

【
会
場
】

オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

オ
リ
オ
ン
通
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
自
由
な
絵
画
表
現
や
、
み
ん
な
で
つ

く
る
喜
び
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
、

そ
し
て
一
般
の
方
々
に
も
ア
ー
ト
の
場
を

提
供
し
た
い
と
の
願
い
で
、
ア
ー
ケ
ー

ド
上
部
か
ら
作
品
を
吊
り
下
げ
展
示
す

る
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
展
を
４
月
27
日（
月
）

か
ら
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
は
カ
ラ
フ
ル
で
個
性
豊
か
な
作

品
の
数
々
で
彩
ら
れ
た
ア
ー
ケ
ー
ド
に
大

勢
の
お
客
さ
ま
が
お
越
し
に
な
り
、
お
楽

し
み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
作
品
の

募
集
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
参
加

申
込
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】

４
月
27
日（
月
）
〜
５
月
31
日（
日
）

【
会
場
】オ
リ
オ
ン
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
内

（
オ
リ
オ
ン
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
上
部
か
ら

作
品
を
吊
り
下
げ
ま
す
）

オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
宇
都
宮
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
２
０
1
5 

ｉ
n 

オ
リ
オ
ン
」

開
催
・
作
品
募
集

道行く人々を楽しませるフラッグアート

フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
制
作
イ
ベ
ン
ト

〜
ア
ー
ケ
ー
ド
で
作
品
を
つ
く
ろ
う
〜

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
日
本
中
で
、
私

ど
も
だ
け
が
「
ベ
ア
ポ
ン
ド
」
さ
ん
と
同

じ
豆
を
使
っ
て
い
ま
す
。
通
の
人
は
び
っ

く
り
さ
れ
ま
す
よ
。香
り
が
豊
か
で
、チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
よ
う
な
甘
み
が
あ
る
、
飲
み

や
す
い
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
で
す
。

　

他
に
も
ワ
イ
ン
や
、
北
イ
タ
リ
ア
の
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
の
一
種
「
ピ
ア
デ
ィ
ー
ナ
」

が
人
気
で
す
。
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

商
工
会
議
所
に
は
、
年
度
末
の
確
定

申
告
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
補
助

金
な
ど
の
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
い
た
り

し
て
い
ま
す
。
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
に
行

け
る
、
気
軽
な
相
談
場
所
と
い
う
ふ
う

に
捉
え
て
い
ま
す
。
会
報
『
天
地
人
』

に
も
い
ろ
い
ろ
な
商
売
上
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る

の
で
、
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
「
Ｇギ

ブ

ズ

フ

ァ

イ

ブ

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｓ
５
」
は
昨
年
４
月
26
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど 

1
年
に
な
り
ま
す
。

　

私
ど
も
の
大
き
な
特
徴
は
、
や
は
り

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
。
私
も
含
め
、
バ
リ
ス
タ
は

み
な
10
年
ほ
ど
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ
て
い

ま
す
。
経
験
豊
富
な
バ
リ
ス
タ
が
１
杯
１

杯
て
い
ね
い
に
淹
れ
て
、
味
わ
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
使
っ
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
も
、

今
注
目
さ
れ
て
い
る
下
北
沢
の
「
ベ
ア
ポ

ン
ド　
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
」
と
い
う
有
名
店
で

焙
煎
し
た
も
の
を
、
特
別
に
仕
入
れ
さ

第1回

見た目にも楽しいラテアート
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